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研究成果の概要（和文）： 
新しいコミュニケーション能力テストの可能性を検討した。従来からの論理的思考能力

や表現応答能力といった言語能力の側面に加え，対人的な認知推論能力までを測定の対象
とすることを目指した。1) 音声の韻律的な特徴量と話者の性格印象の関係を明らかにする
ために聴覚実験を行ない，その関係性のモデルを提案した。それと並行して，2) リスニン
グテストと他教科の学力間の関係の布置とその推移を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to develop a new educational-evaluation method for speech com-
munication based on logical thinking, suitable expression and person perception. 
Study 1 focused on multidimensional relationships between prosodic features of speech 
sound and personality impressions. Study 2 examines relationships between the Eng-
lish listening comprehension test and other subjects in the National Center Test.  
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１．研究開始当初の背景 
 現在，我が国の言語教育において，文章の
読解能力の陶冶を主たる目的とした教育か
ら，対話場面でのコミュニケーション能力の
育成へと大きく舵が切られ，歴史的な方針転
換が繰り広げられている。 
 音声を用いるコミュニケーション能力に
ついて，教育測定の観点から問い直してみる

と，そこでは論理的思考能力や表現応答能力
といった言語的な能力の側面に加えて，対人
的な認知推論能力を測定する必要があるこ
とは自明の理である。しかし，そのような会
話場面で真に必要とされるコミュニケーシ
ョン能力を対象として，それを適切に測定す
るための実証的な研究は，残念ながら未だ少
数にとどまる。 
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２．研究の目的 
 このような状況を鑑み，本研究では音声コ
ミュニケーション能力に関する総合的な教
育評価を行なうための方法を検証した。そこ
では，論理的思考能力や表現応答能力といっ
た言語能力の側面に加えて，対人的な認知推
論能力までを測定の対象とする新しいコミ
ュニケーション能力テストの可能性を検討
することとした。 
 
３．研究の方法 
 他者との対話の場面では，自分が話してい
る相手がどんな人間なのかということを常
に推し量りながら会話を進めていく。特に電
話などの音声コミュニケーションの場面で
は，相手の話し方の特徴，さらには音声その
ものが，相手話者の人柄や性格を推測するた
めの手がかりとなる。そこで本研究では，音
声コミュニケーション場面での対人的な認
知推論能力を考えるために，まず音声の韻律
的特徴と話者の人柄や性格の印象の関係性
を明らかにすることを目指した。そこでは，
話す速さやイントネーションを計算機上で
操作した音声試料を生成し，それを用いて聴
覚実験を進めた。 
 また，従来型のリスニングテストが測定し
ているものが，他の教科の学力とどのような
関係があるかについても検証した。そこでは，
センター試験の試験成績を分析資料として，
それぞれの教科の学力の布置と歴史的推移
を分析した。それによってリスニングテスト
が測っている言語運用能力と，他教科の成績
に反映されている読解能力や論理的思考能
力との関連性を吟味した。 
 
４．研究成果 
 科学研究費補助金の交付期間内は，1) 音声
の韻律特徴量と話者の性格印象に関する研
究を重点的に進めた。またそれと並行して，
2) リスニングテストと他教科の間の学力の
布置を検証した。 
 まず，1) 音声の韻律特徴量と性格印象の関
係については，音声の時間構造や基本周波数
(F0)を操作して聴覚実験を行った。そこでは
我が国で開発された高品質な分析変換合成
方式である STRAIGHT を用いて韻律特徴量
を制御して実験刺激を作成した。その上で，
パーソナリティ心理学の成果である性格特
性 5 因子モデルに基づく Big Five を評価の
軸として，音声から想起される話者の性格印
象の測定を行った。実験の結果，韻律特徴量
の大きさと性格印象の間に，U 字型，もしく
は逆 U 字型の非線形な関係を見出した。さら
にその曲線形は，性格特性ごとにピーク位置
や傾斜が異なることを示した。これらの結果
から，特性ごとに固有の 5 つの曲線パターン

を個別に推定し，後に統合することにより，
人物像全体を再構成するという，韻律特徴量
と性格印象の関係性モデルを提案した 
 次に，2) リスニングテストと他教科の間の
学力の布置の関係については，モニター調査
による大学入試センター試験の試験成績を
材料としてそれらの関係を分析した。その結
果，各教科の布置を，総合学力の軸と文・理
系の軸の二次元平面で表現した。そして，従
来型の英語のリスニングテストは英語の筆
記試験と近い位置にあるものの，より文系的
な性質が色濃く，むしろ国語の学力布置に近
いことを見出した。 
 本科学研究費補助金による研究期間の範
囲では，新しいコミュニケーション能力テス
トの開発にまでは至らないが，今後，これら
の知見も統合した，コミュニケーション能力
の測定方法のいっそうの改善が望まれると
ころである。 
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